






































一時的流行語  若者が老いて不使用・後の若者も不使用 例：新語・時事用語，はやりことば 
コーホート語  若者が老いても使用・後の若者も使用  例：生き残った流行語，世相語 
若者世代語  若者が老いて不使用・後の若者は使用  例：キャンパス用語，学生用語 
言語変化  若者が老いても使用・後の若者は不使用 例：新方言，確立した新語 
  
                                                  
* 本稿は、鑓水兼貴(2014 予定)「「全国若者語調査」結果概観」（『専修国文』94 号）ならびに、Urban Language Seminar 11
























































調査期間：2011 年 10 月～2012 年 6 月 
試行調査：2011 年 10 月 
本調査 ：2011 年 11 月～2012 年 2 月 
追加調査：2012 年 5 月～6 月 
 
調査対象：35 大学 2762 人 
 
2011 年 10 月に、完成した仮調査票による試行調査を 2 大学で実施した。そして問題点を修正
したのち、全国の大学の協力者に調査依頼をした。 
本調査は、2011 年 11 月から翌年 2 月にかけて実施したが、年度末に近かったこともあり、調
査票の回収中に専修大学での授業が終了してしまった。そのため国立国語研究所の共同研究プロ
ジェクトで調査研究を継続することとなった。2012 年 3 月には、共同研究プロジェクトの研究発
表会にて調査の中間報告をおこない、さらに協力者を得て、2012 年度も調査を継続することとな





調査項目は、以下の 9 問から構成される。調査票は本文末の資料を参照してほしい。 
 
問 1 有名な若者語（使用度・使用意識） 
問 2 程度をあらわす語・携帯電話用語（語形選択） 
問 3 方言項目（語形選択） 
問 4 程度を表す語の強さ（順位づけ） 
問 5 意味が逆になる語の用法（使用度・規範意識） 
問 6 店舗名の省略と動詞化（語形選択） 
問 7 インターネット用語（使用場面選択） 
問 8 言語生活・言語意識項目 













実際、生育地の回答に抵抗を覚える人は多く、全回答者 2762 人中、大字単位までの回答は 1273
人（46%）にとどまった。ただし全国規模の地図においては、市区町村単位でも問題ないと考え















































                                                  
2 鑓水(2013)は、インターネット上でもPDFファイルとしてダウンロード可能である。




























































































































この図では地域差はわかりにくい。つづいて男女別にした地図を図 10・図 11 に示す。使用が進
























語 意味 男(%) 女(%)
携番 携帯電話番号 42 55
知ら番 知らない電話番号 2 2
家(イエ)電 固定電話 61 77
鬼電 頻繁に電話をすること 20 24
アド変 携帯メールアドレス変更 83 91


















しかし性別の使用率では、男性が 27%、女性が 8%と 3 倍以上の開きがあり、性差の大きい語
であることがわかる。特に女性の使用率が低いことから、普及初期段階ではないかと予想し、首












                                                  
5 「ワンチャンス」が語源であり、もとは実現可能性が低い事象に対して望みをつなぐような意味であったと思われる。
しかし普及するにつれて、実現可能性の上昇（推量に近い）や、意味の限定（男女関係のみ）、統語的位置の移動（ワン
チャン○○ → ○○ワンチャン）など、さまざまな方向への変化が報告されている。 
－145－
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